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●今月の聖句　　｢愛は決して滅びない。信仰と、希望と、愛、この3つはいつまでも残る。その中で 
　　　　　　　　  もっとも大いなるものは、愛である。」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コリントの信徒への手紙１、13章8節、13節 

　 『 父 曰 く 』 

●2月在籍者３７名 
　　　　　　　　　　第１例会　　　 第2例会 
　　メンバー　　　　　２２名　　　　３１名 
　　メネット　　　　　　０名　　　  　 ０名 
　　コメット　　　　　　０名　　　　　０名 
　　ゲスト　　　　　　　２名　　　　　０名 
　　ビジター　　　　　　０名　　　　　０名 
●月間メイキャップ者数　　　　　　　　１名 
●2月月間出席率　　　　　　　　　    91.9％ 
●BFポイント 
　  2月分　　切手　　　０pt　　累計　　０pt 
　　　　　　 現金　　　０円　   累計　　０円 
●ニコニコ 
　2月分　　　 13,000円　　累計　  97,002円 
●ファンド 
　2月分　　　77,791円　　累計　632,274円 

DATA　OF　FEBRUARY

ワイズダム発展のために基金にご協力をお

願いいたします。周年記念等クラブ単位で

の拠出についても考えてみて下さい。 

３月の強調テーマ 

ドライバー事業委員長　高田　真嗣 

最近、仕事も変に？落ち着いてきたし、がんばってるつもりやけど
もひとつ伸びひん。 
家庭のほうは、円満というほどでもないにしろ、まあ　こんなもん
やろ。 
これといっておもしろいこともなく、ただ忙しい毎日が続く。 
  
Ｙ’sのほうも一通り頑張ってきたし、こんなもんやと例年の事業を、 
スケジュール通り淡々とこなすばかり。 
言いたいこと言うと、若いやつらにいぶかしがられるし 
”ほな、おまえやってみい”といわれても体がついてこん。 
ほな、だまっとこ。　　 
　”これからは、君らの時代や”といいながら。 
今までこんだけ頑張ってきたんやから、ここいらでちょっと一休み。 
  
久しぶりに飲みにでても、若いやつらにゃついていけん。 
ベンチャービジネス？かなんかしらんが２０代で年収８０００万？１億？ 
”人生の重みは、年収では計れない”と体よくあしらいながら 
帰路につく。頭のなかでは「水戸黄門」の主題歌が流れてる。 
  
家に帰れば、嫁さんには適度？に構ってもらいながら自分で風呂を沸かす。 
気がつけば、世間の言う中年の域をこえようとする。 
鏡に映る醜く老いさらばえた自分の姿と、どうしようもない虚無感。 
  
父曰く、 
「自分の人生、これでよかったんやと、自分に言い聞かせながら 
　お棺に入るのはいやや。　死ぬときまで男でいたい。」　と。 

吉村周平ファンド事業主任 
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第1例会 

第2例会 

　T O F 例 会 
　　2月5日（木）三条YMCAマナホール　田中　一夫 

　本例会はＴＯＦ例会の中でのＣＳアワーということで例年通
り三条ＹＭＣＡのマナホールにて夕食はコーヒーとミニサンド
ウイッチのみにて済まし、早速ＣＳアワーへと移りました。　
本日のゲストスピーカーは聴覚言語障害者第２あおぞら共同作
業所所長山中聡様と援援助員（手話通訳）の坂口真美様で、テ
ーマは「聴覚障害者の暮らしと願い」です。 
山中氏自身の聴覚障害は高校生時代のスポーツ事故による中途
失聴者であること紹介され、ほとんど健常者と変わらないほど
話し言葉も明瞭であるが、手振り、身振りそしてメンバーの演
技をも含め熱弁を振るわれました。　聴覚の障害は外見から認
知されにくいことからくる誤解や怪訝な思いを抱かせることが
一番の問題であるが、それらに起因する心や社会的なカベを乗
り越える努力を共にし、「バリアフリー」から「ユニバーサル
デザイン」理念の実現を目指していることを力説されました。 

　追）ワインのコルク栓とポケットテッシュの収集にご協力を
お願いいたします。　 

素敵な笑顔のお二人でした 

藤田Y's

植村Y's八木橋Y's

山岸Y'sさすがの４位 

さあ！がんばるぞ！ 

山中先生、ありがとう御座いました 

　　メンバースピーチ 
2月19日（木）　島本　浩晃 

　今回は、記念すべき４００回目の例会となりました。内容は
臨時総会とメンバースピーチ。臨時総会では、次期の委員長が
承認されました。今後徐々に西田次期会長を中心とした時期の
活動が動き出すものと思われます。 
今回のメインプログラムであるメンバースピーチのテーマは、
「教育」でした。スピーカーは日頃から教育に携わっている藤
田ワイズと植村ワイズ、そしてなぜか教育とは縁遠そうな八木
橋ワイズです。植村ワイズからは、幼児の「健康」「人間関係」
「環境」「言葉」「表現」について教育要領に基づいた話、藤
田ワイズからは、幼児には３歳、４歳、５歳
と年齢ごとの育ちがあり、それを尊重した教
育が大切であるという話が聞けました。そし
て八木橋ワイズからは、２人の娘をどうやっ
て愛情をもって育ててきたか、についての話
が聞けました。子供をもつ親としては、真剣
に耳を傾けることになりました。 

　　CS親善ボーリング大会　　 
２月１日（日）　岸本　伸也 

　２月１日（日）、しょうざんボーリング場にてCSボーリン
グ大会が行われました。その後、１日が長かったのは言うまで
も有りませんが、さすが山
岸Y's第４位でテレビ・飲
めない新井Y'sが第６０位
でビールを１ケース獲得さ
れていました。在京の各ク
ラブが参加しましたので会
場はボールを探すのが大変
なぐらいワイズメンでいっ
ぱいでした。 


